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＜病棟連絡事項＞
・臨時薬の残薬について…
　⇒服薬カートにセットしきれない臨時薬の残薬は処方箋（メモを含む）と共に臨時薬フ

ァイルに保管をして下さい。（薬包紛失のリスクが高いため）

＜ベッドコントロール＞
・夏堀　麗紗様～本日西Bから北病棟へ転出されています。家族連絡（叔母）は済です。
・栃木　春子様～現在東病棟から南病棟への転出候補者がいない状況。認知症状等がみら

　　　　　　　　れているため、明日以降で南病棟へ転出予定としています。
＜患者様連絡事項＞
・菅野　勝利様～臨時薬にてランソプラゾール14日分処方の指示があります。また本日か

りんとうを購入し、1日5～6本で摂取をしていただくこととしています。
・中市　正治様～臨時薬にて酸化マグネシウム、グーフィス、センナリドが継続にて14日

分処方の指示があります。

・山本　久美子様～不穏時の頓服薬レボトミン（25）20回分処方の指示があります。
＜安ケ平Dr.患者様診察情報＞
・中山　真由美様～臨時薬にてレボトミンを増薬してから調子がいいとの発言があります。

新たな指示はありません。
・長谷川　陽一様～左眼瞼にものもらい様の症状がありましたが、点眼液使用にて改善さ

れたとのことです。新たな指示はありません。
・坂本　のり子様～下肢の疼痛を訴えることはありますが、新たな指示はありません。

・菅井　浩子様～帰宅要求があり、食思不振の症状がみられています。喀痰症状はありま

せんが、時折咳嗽の症状がみられています。新たな指示はありません。
・神田　直樹様～本人より“薬を全部やめたい”との訴えがあり、主治医より服薬の必要

性について説明をされています。処方変更の指示はありません。また本

人から臀部の掻痒感の訴えがあり、デルモゾール軟膏が処方となってい

ます。他患者様とも物のやりとりに関して主治医より指導を行っていま

す。
・和田　晶様～臨時薬にてセンナリドが継続処方となっています。新たな指示はありませ

ん。
※他、新たな指示はありませんが、各自診療録を確認して下さい。

＜安ケ平Dr.患者様退院支援委員会会議録＞
・清水　徹様～精神症状の悪化はなく経過しています。夜間トイレ覚醒時のふらつきが強

いため、転倒に注意して見守りを行っていきましょう。

・沼端　恵子様～独語、突発的な粗暴言動がみられています。引き続き症状コントロール

を行っていきましょう。また、お菓子の自己管理を開始していますが、

15時まで待てずに売店にて購入直後にお菓子を摂取されています。嗜好

品の管理状況も観察をしていきましょう。
・竹内　恒子様～精神症状の悪化はありません。引き続き施設の選定、必要なサービス調

整を行っていきましょう。

・長谷川　陽一様～嗜好品の管理についてや、その他自身の思い通りにならないことに対

　　　　　　　　　して口調を荒げる場面があります。お菓子は現在あるものがなくなる

までは1週間分（月曜日）を本人にお渡しし、無くなり次第、売店で

の購入をしていくこととしています。衝動行為の発生に注意し、適宜
介入を行っていきましょう。

・菅井　浩子様～帰宅要求、食思不振の症状がみられています。危険行為の発生に注意し

　　　　　　　　て、感染症による制限が解除になり次第、外出訓練を再開していきまし

ょう。また、口腔ケアについて適宜声かけをしていきましょう。
・續石　啓介様～近日、本人の意思にて朝食を摂取されています。精神症状の悪化や危険

行為の発生はないため、引き続き必要な支援を継続していきましょう。

・神田　直樹様～独語やにやつき、妄想による粗暴的言動がみられています。薬物療法、

その他リハビリテーションにより症状コントロールが図られるよう支援

を行っていきましょう。
・出河　攻様～精神症状の悪化はなく経過しています。引き続き、ADLの低下や症状悪化がないようリハビリ訓練を継続していきましょう。

・佐々木　悦子様～他者への迷惑行為、頻回な確認行為がみられています。引き続き、他

者トラブルの発生に注意して見守りを行っていきましょう。また食事

の際の早食いが目立つため、誤嚥・窒息に注意して下さい。

・中山　真由美様～精神症状に伴う、身体不調の訴えがみられています。入院前に怠薬を

していた経緯もあり、主治医の指示の下、自己服薬管理の導入を検討

していきましょう。
・和田　晶様～活気のなさは持続していますが、拒食・服薬の拒否はありません。便秘症

にて下剤を投与していますが自主的な発言がないことが多いため、排便状
況もあわせて確認をしていきましょう。
・坂本　のり子様～疎遠状態のため御家族に連絡をしていますが、繋がっていない状況で

す。精神症状の悪化はありませんが、今後の方針を再度確認していく
必要があるため、引き続き御家族に連絡をしていくこととしています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・石田　喜明様～帰宅要求がありますが、拒食や拒薬症状はありません。引き続き、症状

悪化に注意して見守りを行って下さい。
